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COLEOPTERISTS' NEWS

中條道夫先生の思い出

佐 藤 正 孝

写真1.  1983 年10月 静岡?Ti :_111,の自 i :にて
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中條道夫先生に初めてお日にかかったのは,  l956 年8 月香川大学学芸学部の研究室へ成瀬善一郎君 ( 当時
一重大学農学部在学中) とお伺いしたときである. その折, かって台湾時代に先 格の三輪勇四郎先生の (元
台湾総監督府中央研究所農業部, 故人) 紹介状を持参したことから,  この効果は観面で一介の浪人中の私では
あったが厚遇していただいた. 残念なことに成瀬君は昨年他界した.  この後, 私は愛媛大学へ進学することと
なり, 郷里名古屋との往復に必ず中條先生を訪ね, 發子奥様 (故人) を始めご家族にも公私共に大変お世話に
なった, というよりご迷惑をおかけした. その当時, 交通機関は不便でかなり時間がかかり, 私はよく夜行列
車を利用し, 夜遅くまで先生宅にお邪魔して夜中の字高連絡船に乗ったものである.
私の学生時代には, 速征というのは琉球列島に限られていて, 学生の身分では, 東南アジアへは出かけるこ
とが困難であった. その琉球でさえもパスポートが必要で, 身元引受人として高良鉄夫先生 (元琉球大学学長)
になっていただき渡航できたような状況であった. その頃, 東南アジアへは, 京大関係のスタッフが中心とな
り, 色々 な調査が行われていたが, 得られた資料のうち甲虫類について中條先生がまとめの中心となられて,
主として欧米の研究者と連絡を取られながら次々 と報告されていた. 先生には, 研究者の育成も含めて多くの
若い人達にその研究の機会を与えていただき, 私の分野についても研究させていただくことができた. この影
響は, その後における私の熱帯への回帰にも繁がった.

lg83 年10月に石田勝義君の結婚式が開かれるに際して, 中條先生が出席されるのをよい機会として宿泊先
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写真2.  1g83 年 loJ1 三重.l' - iiの山にて 中條先生 写真8.  1937 年4 月 台1'i, 台北市にて 着きHの中條先
と三輪先生 こ J、 -要'と長リiの通1;-1 さ/し

写真4.  1g75 年9 Ir]  福井In、白.藤;洞にて 右から中條 写真5.  l981 年3 ll   名,1,屋にて 中條先生ご大要と対1,1
先生, l f確, 堀9 する佐確
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を湯の山に定め, 四日市在住の三輪先生をご招待して, 「明治と昭和の甲虫屋の集い」 と称して夜遅く まで両先
生を囲んで台湾の思い出などをお聞きしたことが深い思い出となっている. 参加したのは愛媛大学昆虫学研究
室関係の久松定成, 宮武睦夫, 有田 豊, 大林延夫, 堀 義宏の諸氏と地元の市橋甫, 石田昇三氏などであっ
た. その折, 三輪先生が, 切手収集の趣味をお持ちであることから, 両先生に献名された甲虫を消印に模して
私製の初目カバーを作成したので, この機会にお目にかけておきたい. なお, 両先生が台湾で活躍されたのは,
第二次世界大戦も末期のころで, 文献などでその様子を伺うことはできるが, 手元にその当時をしのぶ写真が
l 枚あるのでこの機会に紹介しておきたい. l937 年, それは私が生まれた年でもあった. 中條, 三輪両先生が
台湾で活躍されたことに影響されたのか, 私はその影を引きずるかのように, 最近台湾との関係が研究上のこ
とも重なりますます深まっている. そこで, 昨年末には標本のかなりの部分を台湾の国立自然科学博物館に寄
賠することとなった.
香川大学を定年で退官されてからは, 三島へ移られた. 東京で生誕され, 関東大地震で台湾に引越しされた
経緯から, 長年の夢が富士山の観られるところであったと伺った. 庭には, 各種の椿を植えて楽 しまれていた.
その後, 心筋梗基で倒れられたのを機会に先行きの暮らしをお考えになり, 東京蒲田へ居を移された. それは
長女, 菜摘さんの嫁がれた直ぐ前のマンションであった.丁度, 1984 年4 月私が豊田市へ引っ越すことになっ
た頃, 先生が蒲田に移られることになったので, 大事にしておられた庭の椿をいただき私も楽しませていただ
いた.

l972 年香川大学を定年後,  有田 豊君の尽力で名城大学農学部へお出でいただくこととなり,  毎週いろい
ろとお話を伺う機会が持てたのは幸いであった.  ほぼ10年近く,  毎週三島から名古屋へ通われたわけである
が, 先生が通動に使われるパスが私の家の前を通るに際して, 時として我が家の横着坊主が飛び出しては先生
の乗ったバスを止めたりした思い出もある.
先生は, 80歳過ぎまで研究を続けられたが, お若いときには実に美しい全形図をよく描かれたことは論著を
拝見するほどに目に付くが, かなり短い時間で描き上げられる才能をお持ちのようであった. 図説食葉はむし
類 (林野庁編, 全国森林病虫獣害防除協会, 1956) の著書をいただいた折, これに使った図は一夏の休みの間
に書いたものだと伺った.
国外との交流のひとっとして, Niponius  (Vol. 1, Nos.1~20,1959~1962; Vol.2, Nos.1~ l2,1963~

1g67) を編集発刊され, 毎号欧米の第一線で活躍中の研究者による論文が掲載された. その中で, l960年の1
巻8 号にGtipa masatakaiを記載していただいたが,  1960年7 月トカラ中の島で採集した標本であったが,
10月には美しい全形図と共に印刷された. その図は見事で, やはり毛筆で繊細に描かれたものであった・ 残念
ながらこの種はG. sauten Pfcの変異個体としてシノニムとされた. 1962 年の l 巻 l9 号で,  ホソガムシ

(ffydrochus) のまとめをイギリス自然史博物館の J. BALFOUR-BROWNE博士と共著で印刷していただいた.  私
にとって初めての外国の研究者との業績であったので懐かしい思いとなっている.   さらに,  邦文の Mi kado

(vol.1, Nos.1~8, l961~ l971) を編集発刊された.
中條道夫先生が2004 年6 月9 日にご逝去されたのは残念な思いであるが, 95 歳という長寿を全うされた
先生の甲虫界に残された偉業を偲び, 心からご冥福を願うものである.  ここでは長年ご指導いただいたさまざ
まな思い出を綴り先生を偲ぶ緑とした. なお, ご経歴については, Elytraに英文で書いたので併せて参考にさ
れたい (名古屋市緑区)

中條先生の思い出

大 林  延 夫

中條先生が亡く なられたという話を伺ったのは, 昨年の夏ごろでした. 戦中, 戦後の日本の昆虫界を背負っ
てこられた多くの先達が第一線を退かれ, また訃報に接することも多くなって寂しい思いの中, また一つ悲し
みが增えてしまいました. 最後に先生にお目にかかったのは,  もう十数年も前で, 佐藤正孝さんと東京のお宅
を訪ねたのが最後でした. その前は名城大学を退職されたあと, 静岡にお住まいの頃に心筋梗基で入院されて
いた先生をお見舞いに伺ったときでしたから, その間も永くご無沙汰をしていたことになります. 名城大学に
おられた当時は, お仕事の傍らッバキの収集に熱を入れられていました. 先生から突然電話をいただき, 神奈
川県の園芸試験場で作出した 「相模侘助」の苗木を入手して欲しいという注文でした. 当時この試験場に勤め
ていた私は, その年初めて品種登録したばかりのこの新品種の苗木を, 担当者に無理矢理お願いして分けても
らい, お届けしたこともありました.
私が初めて中條先生にお目にかかったのは, たぶん, 多分というのは私があまり自分の記録を残さず, 古い
ことは片っ端から忘れてしまうからですが, 高等学校の2 年生の時だったと思います. 名古屋から夏休みを利
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用 して四国に渡り, 当時愛媛大学におられた宮武睦夫先生と久松定成先生に, 黒尊や足摺岬, 面河漢などの著
名な採集地を案内していただいた帰り, 高松の先生のご自宅に立ち寄らせていただいた時でした. その後愛媛
大学に進学した私は, 名古屋への行き帰りの時にはしばしば途中で中條先生のお宅に伺って教えを請い, 奥様
やお嬢様,  また時には3 人のご子息たちも交えていっも歓待をいただいたものでした.
思えば高校生あるいは大学に入ったばかりの, 虫のことなど大して知りもしない私を, 父との親交があった
とはいえ, いっも暖かく迎えていただいた先生の懐の深さを思わずにはいられません. 今, 手元には, 初めて
先生にお目にかかったときにいただいた「図説食葉はむし類」という本が残っています. 表紙を開けると, 「大
林延夫君へ進呈 著者」と書いてあります. そして, 別に次のような一文をしたためた原稿用紙が添えられて
います. r之れは 昆虫学者におなりなさい と云う意味で あげるのでは ありません. 色々 な勉強をしっか
り おやりなさい と云う事です. 」
この本をいただいたときの感激は, そのたくさんのハムシの全形図の見事さと, 「これは何年か前の夏休みを
利用して一気に書いたんだよ」とおっしゃった時の驚きとともに今も忘れられない記憶です.  この紙は, 失く
さないようにと今は表紙の裏に貼付けてありますし, 折に触れて先生を思い出すよすがにもなっています.  ま
た,  ヵミキリムシの検索図説を作っていたときには, 全形図を描くのに先生の図をしばしばお手本にさせてい
ただきました. 昆虫学の大先準で, 数々 の素晴らしい研究を残された中條先生ですが, 私には学生時代の, 父
親にも似た暖かさの方が深く心に残っています. 改めて先生のご厚情に感謝し,  ご冥福をお祈りいたします・

(愛媛大学農学部昆虫学研究室)

中條道夫先生とスクナヒコナ

佐々 治 寛之

l959 年10月, 私は目本昆虫学会大会において, 「特異な瓢虫科一新種とその分類的位置」 という発表をし
た. 従来の概念からすれば, 果してテントウムシ科に入れてよいか問題になるほど特異な形態を示しているが,
今までに知られていなかった重要形質を導入することによって, やはり, テントウムシ科とすべき確信を得た.
識演のあと, 「本当にテントウムシ科ですか? 」と疑問が投げかけられ, その中に, 『日本動物分類一偽瓢虫科』
(lg3g) の著者, 中條道夫先生もおいでだった. この虫は翌年 (神谷, l960), SukunahikonajaPomca ( ムクケ
チビテントウ) という新属新種として記載され, 新族Sukunahikoniniが創設された.
一方REITTER(188g) はLEWISが長崎で採集した小甲虫をAtexia japamcaと新種記載した. 中條(l938) は

REITTERの用いた標本を再検討し, Mychophilus属に所属するとし, 翌年(1989), 「日本動物分類一偽瓢虫科』
にチビテントウダマシの和名を付け, 全形図を付して再記載した.

- A -
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REITTERの記載したA lena lapomca の正体を確める必要が生じ,  幸い,  中條博士がかって検した標本が台
湾大学に保存されていることが判明したので, 朱 耀沂博士の好意でその標本を調べることが出来た. それは,
驚いたことに,  私が記載したムクゲチビテントウSukunahikona japomcaそのものだった. Alexia (=Spha-
erosoma) でもMychophitusでもないどころか,  テントウダマシ科ではなく,  れっきとしたテントウムシ科な
のである.   したがって,  A. japomca REITTER, l889 はテントウムシ科のSukMrtahikonaに移され,  さらに
Sukunahikona属はScotoscymnus 属のシノニムとなり,  最終的にムクゲチビテントウ ( = チビテントウダマ

シ) の学名はScotoscymnus japomcus(REITTER, 1889) となった.
ムクゲチビテントウの1959 年学会発表は私の初陣を飾る自信作であったが,  中條先生が「本当にテントウ
ムシか」とたずねられた訳は, 実は単純な疑問ではなく, 駆け出しの若い研究者の将来を見守る, 大家の慈悲
と教訓に満ちた深い意味があったのである.
ムクゲチビテントウとチビテントウダマシの関係を明らかにする過程で多くの点で中條先生にお世話になっ
た. 本文は先生からたくさんのことを習った事柄の一端である. 『動物分類」のチビテントウダマシの付図と,
ムクゲチビの原図を並べたとき, 今は亡き先生のほうふつを感じるのである.

(福井県坂井郡丸岡町)

中條道夫先生を憶う

森 本 桂

九州大学昆虫学教室に来られた中條先生に紹介するからと江崎教授から呼出しがあったのは, l954 年私が
農学部へ進学した3 年生の時である. それ以来, 私の郷里高知への往復のたびに高松で途中下車して香川大学
に先生をお訪ねし, 時にはご自宅に泊めていただき, 沢山のことを教えていただいた.
先生は,  台湾から引き上げられた際,  限られた荷物に分厚い学位論文の原稿 A taxonomic study on the

chrysomelidae from Formosaを持って帰られ, 順次印刷公表されながら, 無一物から分類研究を再出発され
たのである. 当時の香川大学農学部の建物は極めて粗末な木造であったことから, 火事の際に文献類をすぐに
持ち出せるようにと, 木製の箱を積み上げて本棚にしておられた. 高松市にある教育学部へ移られてからは本
格的な文献と標本の通集を再開され, 沢山の論文を執筆された. 台湾時代のお話は大変貴重なもので, 台北帝
大昆虫学教室の標本や文献整備にまつわること, 素木得一, 三輪勇四郎両先生をはじめ台湾で活躍された諸先
生に関するエピソード, 台湾での採集の思い出など, 大変楽しいものであった.
日本昆虫図鑑 (改訂版) (l950, 北隆館) で, ハムシ科の執筆も希望したのに外されたことを残念がっておら
れ, それの補遺として「図説食葉ハムシ類」 (1956, 林野庁) を書いたとお聞きした. 先生は大変上手に図を描
かれたが, ハナノミなどでは細かな筆の使用でやっと柔らかな毛の感じが出せたと満足しておられた.

l965 年私が台湾大学昆虫研究室を訪ねた当時, 中條先生が手書きで文献を複写した膨大な大学ノートが,
鍵のかかったロッカーにそのまま保管されていた. 複写機器もクーラーもない台湾時代, 戦後ゼロからの再出
発など, 多数の論文と 「日本動物分類」「Fauna Japonica」 などの著作を見ながら, いまさらながら研究に傾
注された膨大なご努力に, 衷心よりの敬意を表すものである.

(福岡市東区)

中條道夫先生を偲んで

大 平 仁 夫

私たちの年代の虫屋で, 中條先生を知らない人はいないと思われる. 往時の台北帝国大学素木教授のもとで,
三輪勇四郎先生らと甲虫類の分類学者として活躍. 主として台湾のハムシ類の論文を次々 と発表されていた.
また, 目本動物分類 (三省堂刊) ではオオキノコムシ類やテントウムシダマシ類などの総説を, 1956 年に出さ
れた 「図説・ 食葉はむし類」 も先生らしい名著である.
戦後に香川大学教育学部教授として活動を再開され, 「MIKAB0」 という刊行物を出されたりした. そのヒ貞
に先生のもとに送られてきた青森の下山健作先生採集のコメッキムシを先生の指導でまとめたのがきっかけ
で, 先生や下山先生とも親しく交流させて頂いた. 香川大学定年退官後は, 名古屋の名城大学農学部教授とし
て迎えられ, 1980年までそこに在籍された. 研究室には貴重な標本や文献類を持込まれ, 地域の同行者は多大
の恩恵を受けた. 私もThailandのコメッキムシを「自由にお使いなさい」といって頂戴した. 名城大学の退職

- 5 -
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を記念して 「中條道夫先生退職記念論文集」1' が出された.  世話人は地元の佐藤・ 堀・ 有田・ 岡留氏らである
が, 地域の同好者も多くがこれに協力して参画した.
先生は何事にもきわめて紳士的に対処されていて, 言動だけでなく, その風貌や筆跡にも, また論文や解説
書にも先生の風格がよく滲みでているように思われる。私の独りよがりの想像かも知れないが, 素木一門の学
風を最後まで残しておられた学者であったと思われる. 後日, ご子息の道崇様 (福岡在住) から, 6 月9 日に95
才で肺炎で他界, 近親者のみで静かに送り出したとの連絡を頂いた. 先生のご性格から, それがよかったよう
に思われる. 先生は好きな甲虫を相手に, 長寿を全うされた一生ではなかったかと思われる. 先生のご冥福を
心からお祈りする.
1) (1982): Special Issue to the Memory of Reti rement of Emeri tus Professor Michio CHOJ0: 185 pp.

(岡崎市舞木町)

中條先生 思い出をありがとう

豊 嶋 祥 子

中條先生, 今どちらを旅していらっしゃいますか. 先生より一足先に旅立った亡夫 (豊嶋 弘) も, 先生の
話を伺いながら, 捕虫綱を持って同行しているのでしょ うか. 夫は幼少の頃から, 自然を愛し昆虫が大好きで,
昔から随分長い間, 先生のご指導を受けていたようです.
私が中條先生に初めてお目にかかったのは, 1968 年頃, 高松市のお宅へ夫と一緒に訪問した時でした. 穩や
かな実顔で「豊i島君, これはね, - -. この虫はね, - -. 」 と言いながら, 昆虫のことをいろいろとお話くだ
さったので印象的でした.
その後, 香川大学台湾・ 沖縄生物調査団 (1970年7 月20日~8 月22 日) の一員として, 夫婦で参加させて
もらい, 台湾各地において昆虫採集を行った時に, 常々 ご指導を頂きました. 訪台中も, 団長として終始お世
話くださった中條先生. 私にとっては生まれて初めての海外での採集旅行. 見るもの, 採るものすべてが新鮮
で珍しく , 毎日毎日が感動の日々で, 毒蛇のいることも忘れ, 一生懸命捕虫網をふりました. アケポノアゲハ,
ツマベニチョウ,  カタソ'ウムシなどを最初に手にした時の喜びは今も忘れません.
また, 採集したり入手できた昆虫類のうち, 蝶に関しては, 中條先生の本, 「Vol. l, No 8, MIKADO3 ・ m ・

1971 (p 59~p 89)」に『台湾産蝶類採集記録 (香川大学台湾・ 沖縄生物調査団報告 I)」 として, 発表させてい
ただきました. あれから35 年, 採集した昆虫標本やスライド・ 写真を見るたびに, 先生のにこやかな実顔が今
も意t明に浮かんできます. 多くの思い出をありがとうございました.
お住まいが関東に移られてからは, 年に一度の年資状で, お元気でお過ごしとのことと安心していましたの
に,  もうこれからは先生の直筆でのお便りを読むこともなく, お声を聞くこともなく残念でなりません. 私に
とってはこの採集旅行だけが先生との貴重な思い出でありますが,  もし夫が健在ならば, 若い時からの先生と
の数々 の思い出が山ほどあったと思います. 今となっては, 私も夫から聞くことができなくなりました. 今は
先生と天国でご一緒させていただいて再びご指導を受けていることでしょう.
先生どうぞよろしく . やすらかに旅をなさってください.

(香川県綾歌郡国分寺町)

中條道夫先生の思い出

鈴 木 邦 雄

中條道夫先生ご逝去のお報せをご子息の道崇さんからいただいた時,  この数年, 公私と もに様々 なことが重
なり, 先生についご無沙汰をしてしまったことが悔やまれました. 先生には, 東京農大農学部 l 年の時 (1964
年) に初めて手紙を差し上げました. 先生は, すぐに葉書で「いっでも, 何でも違慮なく言ってきなさい」 と
ご返事をくださいました. 以来, いっも暖かく見守っていただき,  ご指導ご額推を賜ってまいりました.
学部3 年の1966 年6 月, 九州へ一人でのべ20日間ほどの採集旅行に出かけました. 学部 l 年の夏, 信州霧
ケ峰で l ケ月半, キャンプ場の管理人のアルバイトをしながら採集を続けたことがありましたが, 私としては
初めての本格的な大採集旅行でした. 当時, 木元新作先生がおられた九大の英彦山の研究所を皮切りに, 市房
山から薩摩半島に向かい, 錦江湾をフェリーで渡って佐多岬まで行きました. その帰路に, 高松のお宅にお邪
魔し, 初めて先生にお目にかかったのでした. 手紙で予定と希望をお報せしたところ, 「楽しみに待っている」
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とのご返事をいただき, 調査を終え, 夜行急行で鹿児島を発つ時, 電報で高松の着時刻をお報せしま した. 翌
日の昼前にお宅に着き, 奥様に玄関脇の応接間に通され, 緊張しつつお待ちしていると, 厚さにして10センチ
ほどのご高著の別刷を持って入つてこられ, 「君が来るのを待っていた」 とおっしゃって卓上に置かれました.
とうとう中條先生にお目にかかることができたという思いで一杯になり, その時にどういうことをお話したの
か, 記憶が漠としています. やがて, お昼になり, 奥様が讃岐うどんをご馳走してくださいました. 暑い日で,
今もその冷たい讃岐うどんの美味しさが忘れられません.  ちょうど高校野球の地区予選か何かの熱戦が繰り広
げられている時で, 先生はテレビを観戦されながら食事をされ,  しかも同時にご論文の校正をしておられまし
た. 奥様が笑いながら「いっもこんなふうなのよ」 とおっしゃいました. その折は, 先生宅に2 晩泊めていた
だき, 標本や文献類などを自由に見させていただいたのです. 文献類は, 研究者ごとに紙製の菓子箱を利用し
たファイルに整理されていました. 昔, 手書きで写された文献も拝見しましたが, 特に台湾時代は暑かったの
で, 手首に汗止めの手拭いを巻いて懸命に筆写したのだとお話くださいました. そうした文献には,  どれにも
丁章に表紙が付けられ, 同僚研究者の仕事に対する敬意が払われていることを感じました. それからもう40
年近くが経ちます.
中條先生が台湾時代にまとめられた学位論文のお原稿は, 終戦後, 引き上げ船で内地へ帰還される際, バラ
バラにしてご家族の皆さんの布団の隙間に忍ばせて持ち帰ったというお話も伺いました. 先生の学位論文は,
A Taxonomic study on the Chrysomelidae with Special Reference to the Fauna of Formosa. と題する4
篇と, A Taxonomic Study on the Chrysomelidae(Insecta-Coleoptera) from Formosa. と題する l l 篇か
ら構成され, 先生が当時在職しておられた香川農科大学 (香川大学の前身) の紀要の他, The Philippine Jour-
nal of scienceやQuarterly Journal of the Taiwan Museumなどに1951 年から1962 まで, のべ l l 年をか
けて分割して出版された膨大なもので, 学生時代以来, 私の目指す方向への指針でした. 先生は, 学位論文に
ぉぃて, ハムシ科の亜科以上の分類群の系統関係を, 比較形態学を基礎として論じておられました. 私は, 学

部の卒業研究のテーマを, ハムシ科の後翅翅脈相の比較形態に基づく上級分類群, 特に亜科レベルの系統論と
決め, 学部3 年の夏休み明けからせっせとプレパラート標本を作成し, その数はおよそ1,500枚に達しまし
た. ハムシ科の高次分類群の系統に関する文献も手当り次第に集めました. 先生の一連の学位論文も, それま
でに3 篇は古書店などで入手しておりましたが, 他のものがどうしても入手できず, 大野正男先生から拝借し
たりして写真に撮りコピーをしました.  ところが, 宣乏学生でしたので, プリント (当時は現像もプリントも
全て自分でやっていました) をする印画紙代がなく, 思い余って先生にもしもまだ別刷の残部に余裕があれば
戴けないでしょうかと恐る恐る厚かましいおねだりをしたのです. 折り返し先生から別刷が送られてきまし
た. 特にphilippine Journal of Science誌に掲載された2 篇は, 26 部しか別刷がなかったということで, 添
えられていたお手紙に「もう4 人の子供たちに記念に残そうと思っていた分しか残っていないが, 君を息子の
一人だと思って送る」 と認められており, 感激すると同時に恐縮したことも昨目のことのように思い出されま
す. 先生の学位論文は, l 册に製本してありますが, 厚さは5.5 センチほどもあります.
東京農大卒業後, 都立大理学部大学院に進み, 岡田豊日先生のもとで本格的にハムシ科を材料とする比較形
態学的研究に打ち込みました. 大学院在学中に, カナダの松田隆一先生が一時帰国された折のことです. 当時,
私は結婚して l 年ほどしか経っておらず, 妻の実家に住んでいましたが, 松田先生に泊まっていただきまし
た. 翌日,  ご母堂様のおられる川西に向かわれる先生をお見送りしたのですが, ちょうど東京の国立科学博物
館分館で昆虫学会の支部大会が開かれている日で, 中條先生もご出席のご予定ということを承知していました
ので, 松田先生を会場にお連れし, 特別の師弟関係にあった両先生をお引き合わせするような役目を演じさせ
ていただいた事も懐かしい思い出です. 両先生が, 感無量の面持ちで硬く握手をされているご様子が, 今も目
に焼き付いています.
中條先生のお仕事は,  私にはどうしても乗り越えなければならない壁のような存在でした.  1994 年にフラ
ンスのp. JoLlvET博士らの編集した『Novel Aspects of the Biology of Chrysomelidae」なる論文集に, 私
もcomparatjve morphology of the hindwing venation of the Chrysomelidae(Coleoptera) なるやや長文
の論文を寄稿しました. 学部の卒業研究以来取り組んできたテーマで,  もとより未熟な論考ですが, それにお
いては, 翅脈の命名法を多くの分類群で行われていたCoMsTocK-NEEDHAM方式ではなく, SNODGRASS方式で
整理された中條先生の学位論文での扱いを踏襲し, 先生に献呈させていただきました. 先生は, それは喜んで

くださり, お若い頃の研究ノートなどをいくつも記念にといって送ってくださいました.  ご自身で描かれた
Megascelinae( ヒゲナガサルハムシ亜科) という中南米に分布する群の1 種の全形図の原画もその時に送って
くださり,  rいっか君が何かで使える時があったら利用してくれたら嬉しい」  とお手紙に書いてくださいまし
た. なかなかその機会がないまま今日に到っていますが, 最近, ハムシ科の高次分類に関する新しい説を提唱
したこともあり, 近いうちに, その日本語による解説記事を書くべく準備をしており, それに先生のその原図
を使用させていただくつもりで, 先生にはご無沙汰のお詫びも兼ねて, 改めて報告をしたいと考えていたとこ
ろでした. 先生に直接その報告ができなかったことが心残りです.
私は, 学部の学生時代よりずっとハムシ科の高次分類に興味を持つてきましたが, そのためということもな

- 7 -



甲虫ニュース 第 149 号 (2005 年3 月)

いのですが, ただの1 種も新種の記載をしてきませんでした. 私にとっては, それは結果的にそうだったとい
うことに過ぎないのですが, ハムシ科の新種を記載する際には, その第1 号には, ぜひとも先生のお名前を付
けたいと思っておりました. 還暦を迎えた昨夏, 富山県下でクビボソハムシ属Lemaの新種を発見しましたの
で, 先生に献名させていただく所存でおります.
次々 に思い出されることがありますが,  ここでは, 最後に,  目本産ハムシ科の分類研究史において重要なこ
とを一つ記しておきたいと思います. 私の手許に, 中條先生から 「君に持っていてもらいたい」 とのお手紙と
共に数年前に送っていただいた8 册の小形のノートブックがあります.  そのIの最初の頁には,  「Type and
some other specjmens of the Japanese Chrysomelidae preserved in the British Museum」 というタイトル
が記されており 「Examjned by late H. YUAsA in 1951. Rev ised by S. KIMOT0 in l959. Revised by M・
cHoJoafter lg61.」と記されています. 先生のご生前に,  もっときちんと伺っておくのだったと悔いています
が, これらのノートブックは, 湯浅啓温先生がBMで目本産ハムシ科のタイプなどを調査された際のノートを
中條先生が筆写されたものです. これらのノートブックは, 木元新作先生がBMにいらした折に持参され, コ
メントを追記しておられます. すなわち, 見開きの右側の頁に中條先生独特の筆蹟で湯浅ノートが筆写され,
左側の頁には木元先生による鉛筆書きのメモが書かれ,  さらに中條先生のコメントも所々 に記されているとい
う貴重なものです. 中條先生の手蹟は,  日本字はもとより, 横文字も本当に独特の美しさで, お手紙などを頂
戴する度に感激しておりました.  これら8 册のノートブックには, 日本産ハムシ科の分類において重要な業績
を挙げられた湯浅啓温・ 中條道夫・ 木元新作3 先生のご努力のエッセンスが詰まっているわけで, いっかきち
んとした形でその内容を整理・ 公表しておく必要を感じております(私には, その義務と責任があるように感
じております). そのノートブックも, 実は初めて高松のお宅に伺った折に拝見していたもので, 35 年も経っ
て '再会'  し, 不思議な巡り合わせを感じたことでした.
思い浮かぶまま, とりとめなく書きました. 中條先生のことは, とても語り尽くせません. 40年もの永きに
ゎたってご指導をいただくことのできた幸運を噛みしめつつ, 先生のご冥福を心よりお祈り申上げます. 中條
先生, 本当にありがとうございました. 合掌.

(富山大学理学部生物学教室)

0ミヤマヒラタハネカクシの新たな採集例
ミヤマヒラタハネカクシQuedius (Microsaurus)

abnormatisは,  日光山地の雪渓際から採集された
個体に基づいて,  SHARP (l889) によって記載 ' 発
表された.  この種および近縁の種は, いずれも複眼
が縮小し, 後趣が退化したきわめて特徴的な形態を
呈し, 地中性種としての形態的適応がうかがわれ
る. 本種の分布に関する記録としては, SHARPによ
る原記載以後, 渡辺(l988) によって赤城山が産地
として記録された以外, 今日まで新たな採集例の報
告はなかった. 最近, 足利市在住の大川秀雄氏から
那須山地で採集された本種をご恵与頂くと共に, 採
集方法についてもご教示を受けたので,  これらにつ
いて報告し同氏のご厚意に報いたい. なお, 那須山
地で採集された個体は基準産地産の個体に比し, 雄
交尾器の中葉が相対的に短く, 側葉より僅かに長い
こと, 側葉末端中央の切れ込みが幾分幅広く, より
短い点が認められるが,  これらの差異は種内変異と
考えられる.
下記の採集データーには, 採集地はすべて栃木県

黒磯市百村大川林道 (標高約800 m) なので省略
し, 採集個体教, 採集年月日および採集者のみを表
示した.

lc,,', 7. 11. 2002, 大川秀雄採集; 2 ｦ♀ ,6.  X2002
大川秀雄・ 恩田賢吾採集; Io''', l9. X 2002, 大川秀
雄採集; 2 , 3 ♀, 28. IX ~23. X 2004, 大川秀雄

採集.
採集者の大川秀雄氏によれば, 2002 年に採集さ
れた個体はタツパーウェアーに穴をあけ, 中に酢酸

と蛹粉を混ぜたべ一 トを入れ, 約50~80 cmの土
中に埋め込んだ 「埋め込み式トラップ」 で, 一方,
2004 年の採集個体はペットボトルに穴をあけ, 中
に酢酸と蛹粉エキスを混ぜたべ一 トを入れ, 約
30~50 cmの土中に縦に埋め込んだトラップで採
集されたとのことである.
これに反して, 従来から行われているコップに

べ 一 トを入れた「外置きトラップ」 を大川林道に設
置した場合は, より標高の高い日光で行った場合に
比べてきわめて低調な成績であったという.  この結
果について, 大川氏は標高の低い地域では地表近く
で本種を採集するのは難かしく,  このことは本種の
生息場所が標高の高低と関係しているのではないか
と示唆されている (私信). なお, 本種に近縁のミョ
ゥコゥッヤムネハネカクシの発見者である故馬場金
太郎博士が, 妙高高原東麓の関見峠で横穴を掘った
中にトラップを設置し, 再び穴をふさいで数日後に
掘り出したトラップから多数の個体を得た事例とを
考え合わせると,  この種群の採集方法として「埋め
込み式トラップ」が有効な手段と思われる.

引用文献

SHARP. D., 1889. The Staphylinidae of Japan. Ann. Mag.
nat. Hist., (6), 3:28-44 [Par t IV].

渡辺棄明, 1988. ミヤマヒラタハネカクシ種辞の分布と種
分化. 佐藤正率( 紹),  日本の甲虫一その起源と種分化
をめぐって一 , pp 66-77. 東海大学出版会, 東',、.

( 東京都町田市, 速辺泰明)
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日本産ナガシンクイムシ科ヒラタキクイムシ亜科7種の分布の性格付け
一自然分布種か移入種か一

岩田 隆 太郎

Djstributions of seven Japanese lyctine species(Coleoptera: Bostrycidae)
Natural or art if icial?

Ryataro IWATA

ナガシンクイムシ科ヒラタキクイムシ亜科( もとヒラタキクイムシ科) は亜熱帯~熱帯起源で,  しばしばソ
ゥムシ科キクイムシ亜科と混同されるが,  これとは全く系統や生態の異なる木材 孔性甲虫の一群であり, 混

同を避けるために科名まで含めた和名の変更の必要性が示唆されている  (岩田,  1988; 岩田,  l995; 後藤,
2005). ほとんどの種が極端に乾燥に適応し (岩田, l990), それ故建築材や家具などを食害する家屋害虫とな
り, 人為導入分布が多く, 世界各地の本亜科の原種相の推定は困難を極める.
筆者は, 昨今の動植物の移入種問題の高まりに伴って,  本亜科の日本国内での分布とその性格付け( 自然分
布か人為分布か) についてコメントする機会が増えたことにより,  この問題をまとめようとしていたが,  その
矢先, 本亜科の日本における最初の分類学的レビュー (中條, l937) の著者である中條道夫先生の訃報に接し
た. 御冥福をお祈りするとともに, 本稿を中條道夫先生の御 前に捧げたい.  また, 標本検視に際して御高配
を賜った平野幸彦氏 (小田原市)  ・ 西川正明氏 (海老名市) に深く御礼申し上げる.

ヒラタキクイムシ類の分布の性格付け法

そもそもヒラタキクイムシ亜科をはじめとする乾材害虫の分布を論じる際には, ある種がある土地で記録さ
れるについて, (a) 自然分布, (b) 人為導入後定着, (c) 人為導入後死滅して未定着, の3 つの性格付けが可能で
ある ここで岩田(1988; l991) は,  日本における本亜科各種の自然分布を断じるに際しての当面の指標とし
て, その種が日本国内の屋外で発生可能かどうかを重要視した.  これは, 移入種の発生に必要な終年乾燥状態
にある材が, 比較的湿潤な日本 (特に梅雨期のある本州以南) の国内の野外においてはほとんど見いだされず,
日本の自然分布種は日本の屋外での準乾燥材に適応しているはずであること, および屋内発生の場合ややもす
ると冬季終日暖房完備の環境にさらされ, ナラヒラタキクイムシLyctus linearis (GoEzE) やケヤキヒラタキク
イムシLyctus smensis LEsNEのような冬季低温暴露要求性の北方系冬季休眠性種は,  こういう状況下および
実験室での恒温飼育では越年発生ができないという事実(KOHNE, l981; IwATA, l989) に基づいている.

日本産各種とその分布の性格付け: 文献レビュー

これまでに日本から記録のあるヒラタキクイムシ亜科各種について, その分布の性格付け (自然分布か人為
分布かの区別) に関する錯綜する文献記述を概観する. まず保育社の甲虫図鑑において酒井(l985) は, 当時日
本から知られていたヒラタキクイムシ亜科全6 種,  ケブトヒラタキクイムシMinthea ru9iCOuiS(WALKER) '
ァラゲヒラタキクイムシLycto:leyton dentatum(PAscoE) ・ ナラヒラタキクイムシ ' ケヤキヒラタキクイムシ '
ヒラタキクイムシLyctus brunneus(STEPHENS) ・ アフリカヒラタキクイムシLyctuS af「iCanuS LESNEにっき,
r自然分布の可能性はケヤキヒラタキクイムシのみ」と記し, 桐谷・ 森本(l993) およびMORIMOTo& KIRITANI
(1gg5) は理由を明示せずこれら6 種すべてを外来種とした. 奥谷(2002) のリスト, および日本生態学会の「外
来種ハンドブック」 (村上・ 驚谷, 2002) では, 同様に6 種をすべて帰化種としている. 平野(2003) の記述は
これに沿うものである その後アメリカヒラタキクイムシLyctusplamcouis LECoNTEが広島県で見いだされ
た (岩田・ 池田, 1996) が, 定着には至っていないもようである.
この問題に関する筆者(岩田, 1981; l988; l995; 他) の論旨はほば一貫しているが, これは本稿の結論を

御覧頂きたい.
野外発生と自然分布

全7 種のうちで日本国内で野外発生が見られたとする記録は, 北海道における本種ナラヒラタキクイムシ
(岩田, lggl; 芳賀, 1gg3), 本州でのケヤキヒラタキクイムシ(岩田, l981;1988), 大阪府におけるヒラタキ
クィムシ (岩田, l991) に限られる.  ヒラタキクイムシの膨大な数の発生例はすべて家屋内のものであり, 最
後の大阪府でのヒラタキクイムシの発生例は野外のビニールシート下の材でのものにて, 例外視すべきであろ
う. そして現在の所, ナラヒラタキクイムシの本州以南での屋外発生の明確な記録は見られない. 以上のこと,
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およびその他の知見を総合的に判断すると, 北海道でナラヒラタキクムシが, そして本州でケヤキヒラタキク
ィムシがそれぞれ自然分布し, 両種がブラキストン線の南北で置換種関係にあるという古来の状況 (岩田,
1g8l; 岩田・ 中根, 1988) が明らかとなる. 両種は中国にも分布し, 自然分布境界線としてのブラキストン線
の西方の大陸への延長は当然問題となろう (IwATA, 1989).

ナラヒラタキクイムシの国内分布とその性格付け

ここで問題となりやすいナラヒラタキクイムシについて詳述する. この種はユーラシア大陸北部の土着種で
あり, 国外では華中, ロシア (クリミア・ カフカス), ポーランド, ハンガリー, フィンランド, スエーデン,
ドイツ, フーンス, ォーストリァ, イギリス, 北アフリカ, カナダ, アメリカ合衆国, チリーに分布し (岩田,
lg88) ( こ 内南北アメリカ大陸の分布は人為導入によるものと考えられる), 国内では北海道における分布が
知られている (松下, 1929;1931;1943; 中條, 1937;1958;1982; 小泉, l970; 服部' 長谷川, 1970; 土居,
1gg0;岩田, 1gg1; 芳賀, 1g93). 本種はケヤキヒラタキクイムシに酷似するが, ケヤキヒラタキクイムシでは
触角末端節が左右非対称に膨張し, ナラヒラタキクイムシでは前胸背中央に縦長に浅い窪みを有することで区
別できる (岩田, 1988). 本種の生活史や生態については, KoJIMA(1932) (東京大学の小島俊文氏) により,
当時としては珍しい日本人の海外 ( ドイツ) 留学の研究成果として, 詳細が明らかにされている・
本種は北海道の他に, 本州から度々記録されている. 中根(1963) は, 北隆館の大図鑑において本種の分布を

r北海道・ 本州; 全北区」とし, 野淵・ 古田(1969) は本種が栃木県日光にて採集されたことを故中根猛彦博士
の私信として報じ, 後に野淵(l992) はこれに従って本種の分布を「北海道・ 本州北部」とした. 野淵' 古田
(1g6g) の記述については, 日光という, 自然環境を強く意識させ北方にもつながる地名が, 本種のその地での
自然分布を暗示していたが, 岩田・ 中根(1988) が, かってこの第二著者(中根) が本種とケヤキヒラタキクイ
ムシを取り違えていたことに起因する誤りとし, この日光の記録はケヤキヒラタキクイムシの福島県館岩村か
の記録に書き換えられ, 抹消された. 同時に岩田・ 中根(1988) は, 中根(1963) の記述の根拠を戦前の東京
目.黒からの本種の標本に帰し, れlま 鮪桙ｻこ jこ存在した林業試 場 (現: 森林総合研 ,

わ : j 1市jヒ関係が疑われ, 人為導入による可能性がf,i,く, 東 では未定着とした. 森(l975) は, 本種 ' -  は

道にのみ生息していたが, 現在本州において時々採集されている」と記した(これは妥当な表現として評価で
きる).
大倉・ 他(l965) は本種を大阪府北部箕面周辺の甲虫リストに加えたが, 岩田' 中根(1988) は,  これをケヤ
キヒラタキクイムシとの取り違えによるものと示唆した.
菊屋(1g88) は大分市の家屋害虫・ 有害動物リストに本種を加えた. これ以外, 現時点でも九州からはナラヒ
ラタキクイムシ・ ケヤキヒラタキクイムシともに未記録である. 大分市におけるこの記録は, ケヤキヒラタキ
クイムシの誤認( この場合この種の九州初記録), 欧米や北海道からのナラヒラタキクイムシの人為導入(定着
せず), その他の種の誤認の可能性が考えられる. いずれにせよ九州にはナラヒラタキクイムシは自然分布しな
いであろう.
高橋(l991) は神戸市と兵庫県出石町から本種を記録したが,  これについて高橋(l992) は, 後に筆者の私信
に基づき神戸市の標本を再同定してケヤキヒラタキクイムシに訂正し, 出石町の標本は未検とした.
西川・ 丸山(l993) は神奈川県座間市から本種を記録したが,  これについては, 平野(2004) が筆者のコメン
トに従って再検視の必要性を示唆した. そこで筆者は関係者(平野幸彦氏・ 西川正明氏) の御厚意により当該
標本( l ex., 神奈川県座間市芹沢. 1. vii i989. 西川正明採集) を検視することができた. その結果これは紛れ
もなく本種ナラヒラタキクイムシであることが判明した.  これは恐らく, 米軍厚木基地 (綾瀬市) や米軍キャ
ンプ座間が発生源と思われる. 神奈川県の林産害虫移入種には, 米軍関連施設の関連が疑われる発生が多く,
シロアリ目 (岩田, 2004) やヒラタキクイムシ科未同定外国産種 (岩田隆太郎' 田中和夫, 未発表) で例が見
られる.
田中・ 山野(1997) は栃木県佐野市での本種の屋内採集記録を報告し, これを偶産とした. これは上述の日光
と同県ながら平地での記録のようで, 同定は確実にて, 著者のいうとおり人為導入記録で, 佐野市では未定着
と考えてよいであろう.
この他にも, 筆者の見落としているナラヒラタキクイムシの本州などからの記録が存在する可能性がある.
いずれにせよ, ナラヒラタキクイムシは上述のように冬季低温暴露要求性の北方系冬季休眠性種であり, 冬
季低温にならない大型建築物の中では継続発生ができない.  しかし, 以上のように本州で度々 人為導入による
発生例が見られる.冬季低温となる一般家屋内やその周辺の屋外では継続発生が可能なので, 本州での定着は
南北アメリカ大陸と同様十分可能性がある.

その他の種の分布の性格付け

その他の種では, ケヤキヒラタキクイムシの四国からの記録 (岩田, 1981 ), およびァラゲヒラタキクイムシ
の石垣島からの記録(cHoJ0,1970) は, 性格が不明である (岩田, l988). ケヤキヒラタキクイムシの北海道で

- l 0 -



C0LEOPTERISTS' NEWS No. 149 (March 2005)

の発生例 (岩田, l988) は明らかに人為導入に基づくもので, 恐らく未定着であろう.
ヒラタキクイムシは日本各地で, アフリカヒラタキクイムシ, ケブトヒラタキクイムシ, アラゲヒラタキク
ィムシは一部の都府県で, それぞれ家屋内のみで発生が見られ, いずれも海外から人為導入後定着した種と考
えられる (各種の詳しい分布などについては岩田( l988; 1995) の解説を参照されたい).

結 論

以上まとめると, ナラヒラタキクイムシは欧州とともに北海道において自然分布しており, 栃木県 ' 東京
都・ 神奈川県など本州で人為導入記録が散見されるが当面は未定着. ケヤキヒラタキクイムシは本州のみで自
然分布し, 北海道に侵入するも未定者, 四国での性格は不明. それ以外の5 種はいずれも本土では移入種で,
この内アメリカヒラタキクイムシのみは日本では恐らく未定着と考えられることとなる.
物品の流通に伴い, 今後新たな種が海外から日本に導入され, かつ国内記録種がこれまで未記録だった地域
から新たに見出されることが予想され, こういった「予言」は実際過去に的中している (岩田' 池田, 1996).
いずれにせよ本亜科諸種の分布論は, 過去も現在も未来も動的状況にある.
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( 日本大学生物資源科学部)

0マ レー ズ トラ ップで得られた北海道未記録の甲虫
類
丸山宗利博士からマレー ズトラップで得られた多
数の北海道産の液浸標本が届いた.  この中から興味
深い甲虫を抜き出したが, いくつかの日本未記録種
があり, 特にタマキノコムシ科のものが目立った.
当然ながら北海道未記録種もあり,  トラップの威力
に改めて驚かされた.  ここには新記録と思われる甲
虫類5 種を報告する. 未記録の確認は保田信紀氏作
成の「北海道産甲虫目録( 仮目録 )」でチェックし,
丸山宗利, 堀繁久両氏の協力をいただいた. 記して
感謝の意を表する.  また, 上杉謙太, 大川あゆ子,
溝田浩二氏などの採集者をはじめ,  ソー ティング作
業をされた方々 に厚く御礼申しあげる.
1. ク シ モ モ タ マ キ ノ コ ム シ T na r th r on

maer ｽeh  MARKE
l ex., 江別市野幌, l8.  Jul 2000, 上杉謙太.
触角の球桿が3 節で, d''' の後腿節に針状突起があ
る特徴のある種.  ヨーロッパなどにも分布する種
で, 国内では本州のみの記録. かなり少ない種であ
る.
2. ニセ ク ロ ハナ ポ タ ル Ptateros hasegaωal

NAKANE et BABA
1 ex., 江別市野幌, 1.  Jul 2000, 上杉謙太.
外見はクロハナポタルによく似ているが, 保育社
の図鑑に図示されているように, 交尾器は全く異
なっている. 本州のみから知られており, 多くない
種である.
3.  ムナビロネスイ Rhiz〔)phagus nobil is LEWIS
1 ex., 札幌市宮の森, l l. Jul 2000, 上杉謙太.
従来の分布は本州, 四国, 九州であった.

4. カドコブホソヒラタムシ A hasυcrus adυena
(WALTL)
l ex., 帯広市川西町, 22~28. Aug. l995, 大川あ

ゆ子.
少ない種で, 本州, 九州の分布であった.

5. ク ビ レ ヒ メ マキム シ Cartodere constncta
(HUMMEL)
1 ex., 帯広市川西町, 17~23. May 1995, 大川あ
ゆ子.
外来種なので分布していてもおかしくない. 従来
の分布は本州, 九州, 汎世界.

(小田原市, 平野幸彦)

0新潟県湯沢町でオオスズメバチの死体に誘引され
た? ナミクシヒゲハネカクシ
山屋・ 桜井(2004) は, 新潟県湯沢町から記録さ
れたトンポ目, 鞘趣目, 鱗趣目の目録を発表し, そ
の中でハネカクシ科の種を70種記録した. 筆者は,
この目録に含まれていないナミクシヒゲハネカクシ
Ve11eius dilatatus (FABRIcIus) を同町内で採集して
おり, その採集時の状況にも特記すべきものがあっ
たので, 記録しておきたい.

1早, 新潟県南魚沼郡湯沢町三俣 (清津川左岸, 苗
場山林道入口付近.  環境省メッシュ番号5538-26-
71), 30.VII i995, 芳賀 馨採集 ・ 保管.
この個体は林道路面の地面の地表に静止していた
もので, そのすぐそばには自動車に かれたと思わ

れる大破したオオスズメバチ Vespa mandanma
japomca RADoszKowsKl の死体があった (時刻は
18 時ころで, 採集地点は広葉樹二次林の樹冠が閉
塞して薄暗く,  スズメバチが目について初めてハネ
カクシにも気付いた). ハネカクシは頭をスズメバ
チに向け,  両者の距離は約1 cmに近づいていた.
しかしハネカクシの体はスズメバチに接触してはお
らず, ハネカクシがスズメバチを摂食しているとは
認められなかった.

WATANABE (1990) によると,  ナミクシヒゲハネ
カクシは, 欧州においてしばしばVespa属の種の
巣から発見され,  日本においてはッヤクロスズメバ
チ Vesputa schrenckii とシダクロスズメバチVes-
puta shidaiの巣から発見された記録がある.  本種
と同属のナガクシヒゲハネカクシ Velleius etong-
atus NAoMlは, オオスズメバチの巣から採集され
たことがある.  これらのことから, ナミクシヒゲハ
ネカクシとォオスズメバチの間に何らかの生態的な
結びつきがあっても不自然ではない. 今回の場合,
オオスズメバチの外骨格が破壊されていたことか
ら, その体内にある何らかの物質が強く放出され,
それにナミクシヒゲハネカクシが誘引されていたと
いう可能性も考えられるのではないだろうか.

参考文献

WATANABE, Y., l990. A revision Of the Japanese species
of the genus Ve11eius (Coleoptera, Staphylinidae).
Etytra, l8: 59-72.

山屋茂人・ 桜井 精, 2004. 湯沢町の民虫目録. 湯沢町史.
双書5. 資料. pp.1-111. 湯沢町.

(埼玉県さいたま市, 芳資 書)
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日本産ツツキノ コムシ科検索図説 VIII注1
ッヤッッキノコムシ族② (ツヤッツキノコムシ属 (続き)), オモゴッッキ
ノコムシ族 (オモゴッッキノコムシ属),  コキクイッッキノコムシ族

(コキクイッッキノコムシ属) -
川那 部 真

2 -4-1. ツヤッッキノコムシ 0ctotemnus laminifrons(MoTscHuLsKY, 1860)
北隆館「原色昆虫大図鑑II』p216, No29; 保育社「原色日本甲虫図鑑m』p284, No35; KAWANABE,2002,

Jpn. J. syst. Ent., 8: 253 [再記載, 交尾器他] .
体長1.33~1.96 mm, 上翅幅0.58~0.85 mm. 体の側縁は平行で細長い (TL/EW 2.23). 背面の光沢が強

く, 前胸は大きく方形に近い(PL/PW=0.87~1.0). 前脚脛節は外縁に沿って10本以上の棘を具える. の大

あごは巨大で, 頭橋には一対のひさし状突起がある. 最普通種. 分布: 北海道, 本州, 四国, 九州, 対馬, 伊
豆諸島, 南西諸島. 寄主菌: カワラタケ,  アラゲカワラタケ,  ヤキフタケ,  オオチリメンタケ,  クジラタケ,
ミダレアミタケ,  カイガラタケ,  ヒイロタケ,  チャミダレアミタケ,  ミイロアミタケ,  アズマタケ,  ホウロク
タケ.

2-4 -2. フトツヤッツキノコムシ0ctotemnus robustus KAwANABE, 2002
KAwANABE, 2002, Jpn. J. syst. Ent., 8: 258.
体長1.82~2.21 mm, 上翅幅0.88~1.02 mm. 体は太短い(TL/EW≦2.16). 前脚脛節外縁の棘は9 本以下.
上翅の点刻はへそ状で大きく, 前胸背板の点刻より明らかに大きい. の大あごはあまり大きくなく, 上に向
いたッノ状突起を具える. 少ない. 分布: 対馬. 寄主菌: カワラタケ.

2- 4- 3. 力タキパツヤッッキノコムシ0ctotem'Ms J'aponicus MIYATAKE, l954 (和名改称)
保育社『原色日本甲虫図鑑m』p284, No36; KAwANABE,2002, Jpn. J. syst. Ent.,8:257 [再記載, 交尾

器他] .
体長1.04~1.29 mm, 上翅幅0.48~0.58 mm の左大あごは非常に大きな棘状の突起を具え, 右大あごに
比べて大きく見える. はッヤッッキノコムシの に酷似するが,  はるかに小さい. 各地に普通. 分布: 北海
道, 本州, 四国, 九州, 対馬, 伊豆諸島, 南西諸島. 寄主菌: カワラタケ,  アラゲカワラタケ,  オオチリメン
タケ,  クジラタケ,  ミダレアミタケ,  ヒイロタケ,  チャミダレアミタケ,  ツヤウチワタケ.

2-4 -4. トゲキパツヤッッキノコムシ0ctotemnus acuteatus KAwANABE, 2002
KAwANABE, 2002, Jpn. J. syst. Ent., 8: 263.
体長1.05~1. l7 mm, 上翅幅0.48~0.53 mm の各大あご上面には小さく曲がった小突起を具える. 本種
と前3 種は背面に光沢があり似ているが, 前胸背板の点刻が2 種類からなるのは本種だけである. 少ない. 分
布: 南西諸島. 寄主菌: ホウロクタケ.

2- 4- 5. ァラゲカタキバツヤッツキノコムシ0ctotemnus punctidorsum MIYATAKE, l954 (和名改称)
保育社『原色日本甲虫図鑑III」p285, No36; KAwANABE,2002, Jpn. J. syst. Ent.,8:253 [再記載, 交尾

器他] .
体長1.54~2.0 mm, 上翅幅0.78~0.99 mm. 体は長卵形, 背面は非常に明瞭な点刻と被毛を装う. 前胸背板
の点刻は大きく明瞭で, 小糖板の横の長さの0.1 倍以上. の左大あごには巨大棘状突起があり 3 歯状. 本種
以下オオッヤッッキノコムシまでは, 体が長卵形で背面に光沢を欠く点で外見が似ている. 少ない. 分布: 本
州, 四国, 九州. 寄主菌: カワラタケ,  アラゲカワラタケ,  カイガラタケ.

2-4 -6. ヒメツヤッツキノコムシ0ctotemnus parouluS MIYATAKE, l954
保育社 r原色日本甲虫図鑑III」p285, No36; KAwANABE,2002, Jpn. J. syst. Ent.,8:248 [再記載, 交尾

器他] .
体長1.02~1.24 mm, 上翅幅0.48~0.6 mm.  オモゴッヤッッキノコムシとオオッヤッッキノコムシに酷似
するが,  体が小さいことで区別できる.  各地に普通.  分布: 北海道,  本州,  四国,  九州,  南西諸島.  寄主菌:
カワラタケ.  ァラゲカヮラタケ,  チャミダレアミタケ,  カイガラタケ,  オオチリメンタケ.

ll Makoto KAwANABE: An illustrated guide to identification of ciid beetles of Japan, Vm
- l3 -
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2-4-7.  マユナガッヤッッキノ コムシ 0ctotemnus pilosoceps KAwANABE, 2002
KAwANABE, 2002, Jpn. J. syst. Ent., 8: 249.
体長1.5~1.82 mm, 上翅幅0.67~0.78 mm. 上翅が相対的に長く (EL/PL≧1.83, EL/EW≧1.42), 体は細
長い. の頭頂には小さいが明瞭な一対のこぶ状突起を具え, 各突起の先端には数本の非常に長い毛を装うた
め眉状に見える. 分布: 屋久島. 寄主菌: カワラタケ.

2-4-8.  オモゴツヤツツキノコムシ 0ctotemnus omogensis MIYATAKE, l 954
保育社『原色日本甲虫図鑑III』 p285,No37; KAwANABE,2002, Jpn. J. syst. Ent.,8:247 [再記載, 交尾

器他] .
体長1.31~1.73 mm, 上翅幅0.62~0.83 mm. 前胸
背板の点刻は大きく密で, 点刻間の距離は点刻直径の
0.5~2 倍. 触角第3 節は第4 節の1.6 倍. cl' は, 腹部
更板第 l 節に順孔をもっこと以外に二次性徴がなく,
外見は が類似する. 本州中部以西の標高が比較的
高い地域に普通.  分布: 本州, 四国, 九州. 寄主菌:
カワラ タケ. ヤキフ タケ, オオチリ メ ンタケ.

2- 4-9. オオツヤッッキノコムシ 0ctotemnus g ta-
br icutus (GYLLENHAL, l 827)

保育社『原色日本甲虫図鑑m』 p 285, No 37; KA-
wANABE,2002, Jpn. J. syst. Ent., 8:246 [再記載,
交尾器他] .
体長 1.31~ 1.84 mm, 上翅幅 0.62~ 0.85 mm. オモ
ゴッヤッッキノコムシに酷似するが, 前胸背板の点刻
は小さく疎で, 点刻間の距離は点刻直径の l ~4 倍.
触角第3 節は第4 節の2 倍. 本州中部以北の標高が比
較的高い地域に普通. 前胸背板の点刻の状態には変異
があり, 前種とあわせて再検討を要する. 分布: 北海
道, 本州; ユーラシア. 寄主菌: カワラタケ,  ヤキフ
タケ,  アラゲカワラタケ,  チャミダレアミタケ,  オオ
チリ メンタケ_

図1. ッヤッッキノ コムシ属3 種一 A, フトッヤッッキノコムシ 0.  robustus; B,  トケ'キハ ツヤッッキノコムシ 0

a(、uleatus; C, マユナカ'ツヤッッキノコムシ0. pi1osoceps (いずれもKA、、'A?ABE,2002 より ).
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3.  オモゴツツキノコムシ族 (仮称)
これまでに取りあげたッッキノコムシ族やッヤッツキノコムシ族とは, 形態的にかなり異なる. 触角球本早は
大きくかたく連接する, 下 ひげは下 前基節の中間付近に付き下唇ひげ末端節は広がる, 中・ 後脚腿節の背
面に剛毛列を具える, 第9 腹板はY型, など次のコキクイッッキノコムシ族と共通の特徴が多く認められ
る.  しかし下 は2 節からなり, 前脚基節は横に長い. オモゴッツキノコムシ属のほかに, セイシェル諸島に
分布するTropicis属などが含まれると考えられるが, 正式には記載されておらず, ここではオモゴッッキノコ
ムシ族 (仮称) としておく .

3-1.  オモゴツツキノコムシ属Sgncosmetus SHARP, l891
前脚脛節の先端外縁はまるまり数本の小棘を装う, 体表の点刻はへそ状, 後翅を欠く, などの特徴を具える.
の腹部日更板には順孔がある. SHARPは本属がホソカタムシ科に属すると考えていたほど, 一見してッッキノ
コムシ科の他のグループとは異なった外見をしている. 現時点では,  日本から下記の2 種が知られるだけであ
る力i, 東南アジアなどには複数の未記載種がある. Omogocts MIYATAKE, 1954 は本属のシノニム.

種への検索
1.  前胸側縁の反り返りは幅が広く鋸歯状の “つば” を形成する.
に見える. 上翅は相対的に幅広く , 通常EL/EWは1.0未満,
し 12 列の粗大点刻列がある

上から見ると,  この “つば” は全体が完全
TL/EWは1.71 未満. 各上翅には l l ない

オモゴッ ッキノ コムシ

前胸側縁は “つば状” に反り返るが幅が狭い. 上から見ると,  この “つば” は隠れてほとんど見えない
通常EL/EWは1.0以上, TL/EWは1.71 以上. 各上翅は密に点刻され9 列の浅い

マ 、 ' ' 1 、・ 1 ・ j 1 - 1 .・ ,

オモゴツツキノコムシ●のaへの検業

前●●aは-つば状'にe広<反り通る.
●上から iるとっば'は全体が完全に える

各上aに11ないし12列のa大点対列
オモゴツツキノコムシ

前●●●は“つば状 -に反り通るが表い
◆上から ると つば 'は れてほとんど えない

/上通はaが換い
EL/EW i:. 1.0
T L /EW i i 1 71

各上aは書に点対され. 9 の a、点対列
アミメツツキノコムシ

3 - 1 - 2. アミメツツキノコムシSyncosmetus reticutates MIYATAKE, 1985
保育社 『原色日本甲虫図鑑III』 p 280, No 2.
体長 1.36~ 1.98 mm, 上翅幅 0.78~1.13 mm. 前胸背板にはへそ状点刻を密に装い, 正中線に沿って浅い溝
がある. しかしォモゴッッキノコムシのように, 前胸側緑の“つば”は広がらない. 各上翅は密に点刻され9 列
の浅い点刻列があるが, 顕著な隆起線を欠く .  ブナ帯などを中心に生息し, あまり多くはない. 分布: 本州,
四国, 九州. 寄主菌: ツリガネタケ,  コフキサルノコシカケ.

4.   コキクイツツキノコムシ族Xylographellini
触角球捍は大きくかたく連接する, 下 ひげは下 前基節の中間付近に付き下 ひげ末端節は広がる, 中・

- 15 -
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上翅は相対的に細く

3-1 -1 . オモゴツツキノコムシSgncosmetus J'aponicus SHARP, l891
北隆館『原色昆虫大図鑑 II」 p 216, No.17; 保育社『原色日本甲虫図鑑 III』 p 280, No. 1.
体長1.45~1.91 mm, 上翅幅0.94~1.15 mm. 前胸背板にはへそ状点刻を密に装い, 正中線に沿って浅い溝
がある. 各上翅には l l ないし12 の粗大点刻列があり, 上翅会合線と第 l ・3 ・5 ・7 ・9 (または10) 間室は強
く隆起する. ?更部順板にもへそ状点刻を密に装う. 頭頂には中央に小さなこぶ状隆起がある. 0;mogocis tuber-
cutifronsMIYATAKE, 1954 は本種のシノニム. ブナ帯などを中心に生息し, あまり多くはない. 分布: 本州,
四国, 九州. 寄主菌: ツリガネタケ,  コフキサルノコシカケ,  ツヤナシマンネンタケ,  カワウソタケ. 洛ち葉
中から採集されることもある.
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後脚腿節の背面に剛毛列を具える, 第9 腹板はY型, などォモゴッツキノ コムシ族との共通の特徴が存在す
るが, 下唇は8 節からなり, 前脚基節は突出した円錐形. コキクイッッキノコムシ属のほかに, サモアに分布
するScotytocis属が含まれると考えられる.

4 - 1 . コキクイッッキノコムシ属 X!' lographeua MIYATAKE, l 985
前脚脛節の先端外縁はまるまり数本の小棘を装う, 前胸腹板は短く横にくぼむ, 前胸突起は薄片状, などの
特徴を具える. 。,' の腹部腹板には腹孔を欠き, 外見では の区別ができない. 後翅はよく発達する. 現時点
では日本から下記の l 種が知られるだけである.

4- l - l . コキクイツツキノコムシXulographeua
punctata MIYATAKE, l985

保育社『原色日本甲虫図鑑m」p 280, No4; KAwA-
NABE& MIYATAKE,1996, Elytra,24:127 [再記載].
体長1.36~1.65 mm, 上翅幅0.7~0.82 mm. 前胸
背板にはへそ状点刻を密に装い, 点刻と点刻の間は綱
目状印刻で被われる. 上翅は上から見ると亜方形に近
く, 前胸背板の点刻よりも少し小さなへそ状点刻を装
う. 早ともに, 頭橋の両側がわずかに広がる. 外見で
は の区別ができない. 見た目はキクイムシの仲間
に似る. 山地のブナやミズナラなどの林を中心に生息
し, あまり多くはない. 分布: 本州, 四国. 寄主菌:
ツリ ガネ タケ.

謝 辞

この連載を行うにあたり, 多くの方々 のご指導とご
協力をいただいた.  また鈴木亙氏には, 手間のかかる
編集の労をとっていただいた. お世話になったすべて
の方に心から厚くお礼申し上げる.

_ 図2.  コキクイッッキノコムシX. pu'lctata (KAWANABE
おわ り に & MIYATAKE, 1996 より ).

これまで合計8 回, 2 年間にわたって日本産ツツキ
ノコムシ科の解説をさせていただいた. 既存の図鑑などとあわせてご使用いただくことで, 種レベルまで同定
できるものがかなり増えたのではないだろうか.  しかし, 国内に限っても未記載種や検討が必要な種がまだま
だ残っているのも事実である. 今後はこれらの整理を行うとともに, 検索図の改良を進め,  まとまったところ
で再び解説をさせていただくつもりである.

日本産ツツキノコムシ科に関するおもな文献類

図 ・ モノグラフ

中條適夫,  1939. 商 豊科 (昆蟲綱一鞘翅群).  日本動物分類第10巻第8編第13 号. 63 pp.  三省堂, 東京.
LAWRENCE, J. F., 1971. Revision of the North American Ciidae(Coleoptera). Buff. Mus. comp. Zool., l42:419-522. [北米
のモノグラフであるが,  日本産の種についても述べられている. ]

宮武睦夫, l 985. ッッキノ コムシ科. 澤良彦・ 久松定成・ 佐々 治更之 (編著), 原色日本甲虫図鑑, 3:279-285 [図版46].
保育社, 大阪.  [本連載の本文では, 保育社 「原色日本甲虫図鑑m」 と表記. ]

中根猛彦, 1963. ッッキノコムシ科. 中根猛彦・ 大林一夫・ 野村鎮・ 黑沢良彦 (共著), 原色民虫大圖鑑, 2:216 [図版108].
北隆館, 東京.  [本連載の本文では, 北隆館『原色昆虫大図鑑n』 と表記. ]

解説記事
川那部真,  1992.  ツツキノコムシーサルノコシカケ内の超繁栄者. 民虫と自然, 27(13): l5-20.
川那部真,  1998.  サルノコシカケの中にすむッッキノコムシの世界.  インセクタリゥム, 35:22-29
川那部真,  1999.  サルノ コシカケとッッキノ コムシ科甲虫類. 昆虫と自然, 34(5): 26-30.
川那部真, 2002.  ツツキノコムシ学への招待. 昆虫と自然, 37(13):28-31.
木ト哲也,  l 976.  キノ コに寄生するッッキノ コムシ類. Nlature Study, (22): l26- 129.
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CHoJ0, M.,1939.On the Japanese Ciidae(Coleoptera). Mushi. Fukuoka, l2: l -10.
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133.
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Ent., Matsuya;ma, 2: 105-108.
KAwANABE, M, 1gg6b. A new genus of the family Ciidae (Coleoptera), with desc「iptiOn of a new Species f「om t he

Ryukyu Islands, Southwest Japan. E:tytra, Tokyo,24:331-336.
KAwANABE, M, lgg7a A taxonomjc study on the Japanese species of the genus SutCaCiS(ColeOPte「a, Ciidae)・ Elyt「a,

Tokyo,25:67-78.
KAwANABE, M. lgg7b. The Japanese species related to the group of Cis mtidus(Coleoptera, Ciidae). Elyt「a, Tokyo,25:
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KAwANABE, M,2001. A new ciid beetle of the genus Cts from Hokkaido, Japan(ColeOPte「a: Ciidae). Spec Pubt・ Japan

Coteopt. Soc.,Osaka, (1):267-270.
KAwANABE, M.,2002 A revjsjon of the genus Octotemnus(Coleoptera. Ciidae) f「om Japan. Jpn J. SyS. Ent., MatSuyama,

8: 243 - 267.
KAwANABE, M & M. Mjyatake,1996. A redescription of XyiogaPheua Punctata MIYATAKE. 1985 (ColeOPte「a・ Ciidae),

wjth description of a new tribe. El?'tra, Tokyo, 24: l25-130.

KIEsENwETTER, H. voN, 1879. Coleoptera Japoniae co1lecta a Domino LEWIS et aliiS. DtSCh ent Z.,23:305-320・
LEsNE, p.,1917. Notes sur divers Cisides(Col. Ciidae). Buff. Soc. ent. Fr. [1917], l90-192・
MIYATAKE, M. l954 Studjes on the Japanese Ciidae, 1. (Coleoptera). Sci. Rep. MatSuyama a9「. Colt, MatSuyama, l4:40-
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MI YATAKE, M ig 55 Notes On some Japanese Ciidae(C0leoptara). Trans. Shikoku ent. SOC., MatSuyama, 4:9-10・

MIYATAKE, M., lg59. The Cjjdae of Amami-0shima(Studies on the Japanese Ciidae, II), Mom. EhimeUnit1・, Sect・6 (A9「IC・),
4: 119 - 124 .

MoTscHULsKY, V..1860. Entomologic speciate. Insectes du Japon. Etudes Ent.,9:4-39・
NAKANE, T. & A NoBUcHl, l95,1.On a new genus and six new species of ciid-beetleS f「om Japan(Ciidae, ColeOPte「a)・ SCI-

Rcpt. SaikyoUnit1.. (Nat. Sci ), (A),2:47-52.
NAKANE, T. & A. NoBUcH1, 1956. Entomological result from the scientific Su「Vey of the TOka「a Islands・ II ColeOPta「a:

Cjjdae. Sci. Rep. Saikyo. Uniυ., (Nat. Sci ), (A),2:55-56.
NoBucHl, A,1g55a. studies on the olid-beetles from Japan(I), with descriptions of a new genus and some new species

(ciidae, Coleoptera). Ent. Rotl Japan,6:53-58, pl. l2.
NoBucH1, A., lg55b. Studies on the ci id-beetles from Japan(II). Akitu, Kyoto,4:105・
NoBucHl, A,1959. Two new species of ciid-beetles. Ent. Reυ. Japan,10:51-52.
NoBucHl, A.,1960a. Ciidae from Hokkaido(Coleoptera). Ent Reυ. Japan, l l:37-41.
NOBし,cill, A,1g60bOn a new species of Cls LATREILLE from Japan(Coleoptera, Ciidae). Akitu, Kyoto,9:65-66・
NoBucH1, A. & Y wada, lg56. A new species of Japanese Xy1ographus(Ciidae, Coleoptera). Ent. Rev. Japan,7:35-36・
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( ( 株) 人と自然の環境研究所)
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0対馬のブドウ トラカミキリ

新里達也・ 足立一 夫

第 149 号 (2005 年 3 月)

ブドウトラカミキリXytotrechuspyrrhoderuspyrrhoderus BATESは, 国内では本州, 四国, 九州, 佐渡, 対
馬, 伊豆大島, 宮島, 見島, 国外では朝鮮半島と中国東部に分布する(草間・ 高桑, 1984; 頼原 ' 斉藤, 1987)・
また, 前・ 中胸腹板が黒色を呈する (基亜種は赤色) 別亜種mgrosternus GREssITTが, 中国南部から知られて
いる (GREssITT, l951).
本種の対馬の記録は足立(1974) のl 例に基づくものであるが, 林(1984), 草間 ' 高桑(l984) および新里

(lgg2) の図鑑・ 図説では, 本種の分布地として対馬を引用していない. さらに, その後に本種が対馬から再発
見されていないこともあり, 分布地としての対馬は半ば忘れ去られた状態にある.
本報では, 分布地として対馬の再認知を促すとともに, 当時得られた個体の特異な上翅斑紋の形状について
紹介をしておきたい.
検視標本: l f, 長崎県対馬市gf町大星山 ,29-Vn-l973,  足立一夫採集 (保管).  伐採地に�ったェビッル
の叩き網により採集した.

図 l-2.  ブドウトラカミキリ Xy1otrechus pyrrhoderus pyrrhoderus BATES. - l , 対馬大星山産; 2, 埼:fl:「1産 (通常個
体).

写真に示すように,  この対馬産の標本は通常個体と比べてやや変わった上翅白紋を備えている. 比較のため
に示した本州産の個体を見てもわかるように, 本個体の上翅基部の斜白帯は中央で分断され, 会合部小盾板後
方の円紋, 外方の小斜紋として認められる.  トラカミキリの上翅斑紋の変異様式から,  このような異常斑紋個
体の出現は予想されるが, 少なくとも本種に関しては, 今までに報告のない斑紋例である. 本個体はまた幅広
い前胸と上翅をもっことで, 通常の個体と異なった印象を受けるが, そのほかの形態的特徴は,  ブドウトラカ
ミキリ基亜種のものとまったく一致する.

引用文献

是立一 , 1974. l973 年対馬.iヒ部ヵミキリ紀行. 北九州の 虫, 20(1):17-27.
GREsslTT, J. L., 1951. Longicorn Beetles of China. Longiconna,2: 1-667.22 pls.
林 夫, l984. カミキリムシ科. 林匡夫他 (名Ia) : 原色H本甲虫図鑑, 4:1-146 [incl 28pls.].
原 ・ 斉藤秀生, 1987. 極東アジアの中の対馬のカミキリムシ相. 対馬の自然. pp.187-227, pls.

_間麼一 ・ 高桑正敏, l984. カミキリ亜科. 日本 翅目学会 (報): 日本産ヵミキリ大図鑑, pp 249-351, pls28-48. 諾談社,
東京.

新里達也, 1992. カミキリ亜科. 大林延夫他 (編): 目本産ヵミキリムシ検索図説, pp.117-146.467-534.
(新里: 東京都国分寺市; 足立: 福岡県福岡市)
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四国産工グリ マメ コメ ツキの形態について

大平仁夫・ 白石正人

No. 149 (March 2005)

Notes on some structures of Yukoana angustata (Coleoptera: Elateridae,
Negastriinae) from EhimePrefec.,  Shikoku, Japan

Hitoo OHIRA and Masato SHIRAISHI

Abstract:  Quasi;mus angustatus was originally described by MIwA( l 927) on the basis of a
sjngle male specimen collec ted from Mt.  Sasa-yama i n Ehime Prefcture,  Shikoku,  Japan.
Recently, we had an opportunity to examine one female specimen of this species from Mt.
Kame-ga-morj jn Ehime Prefcture.  As the result of the study, we concluded this species should
be transferred to the genus Yukoana KIsHII, 1959.

ェグリマメコメッキは, MlwA(1927) が愛媛県の篠山 (ササ山) (標高1,065 m) で松村松年により採集(21-
vIl-1916) された体長2.2 mmの黑色をした l 頭の雄に基づいて, 新種として記載した種である. 産地名は原
記載では「Mt. Sasa in Ehime District」 としてあり, MlwA(1934) では「Sasayama in lye」 としている.
本種が原記載以降に記録されたのは的場・ 平松(1973) による和歌山県大塔山から l972 年5 月4 日に的場
が採集した1 個体である.  しかし,  この個体の雌雄や同定のいきさっなどは不明である.  また, 和名は原記載
ではェグリチビコメッキとしているが, 的場・ 平松(1973) ではェグリマメコメッキとして記録しており, その

A

B

Fig. l, A-C.  Some structures of female of Y angustata.
A, bodylength2.5 nm; B, some basal segments of right antenna; C, ri9ht metasternal Ca「inae( ↑)
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後はこの和名が使用されている .
筆者の一人である白石は, 愛媛県と高知県との県境にある瓶ケ森(標高1,897 m) において, 原記載によく一
致する l 雌を採集した. 本種は原記載以降Quasimus属の種として扱われてきたが, 触角や上翅の特徴から判
断すると, Yukoana属( これら両属が別属か同属かの問題はここでは扱わない) に含まれる種であると判断さ
れるので,  ここではこの属名で扱った.

Yukoana angustata(MIwA, l927), comb nov. 工グリマメコメツキ(Fi9. l, A-C)
Quasjmus angustatus: MlwA,1927, Insecta Matsum.,2(2):107, fig3. (Mt. Sasa-yama in Shikoku)・
Quasjmus angustatus: MlwA, l934, Dept. Agr. Gov. Res. Inst. Formosa, (65):92, pl. III, fl9. l8. (SaSayama

in lye).
Quasimusangustatus: 的場・ 平松,  l973, 南紀生物,  l5(2): 47.  (大塔山).

原記載で示された雄の体は細長くて両側は平行状. 黒色で金属光沢(metallic lustre) を有し, 短い黒色毛を
生じる.  触角は黒色で肢は黄褐色(testaceous) である.  また,  頭部は複眼間には凹状部(foevolate) が見られ
る. 前胸背板の後角部はやや後外方にとがり, 各背面の隆起腺は側縁に沿って前胸背板の中央部付近まで達す
る. 上翅にはかすかに条線が見られる.
このたび検した雌個体は, 原記載以降での最初の記録である. 体長は2.5 mmほどで細長く, 両側は平行状
である(Flg. l, A). 黒色でややピッチ色の光沢を有するが, 原記載にあるようなmetallic lustreは有しない.
触角は黒色で肢の腿節は黒掲色であるが, 脛節とふ節は暗黄褐色である.
頭部はやや粗雑点刻を分布し, 前頭部の中央部は縦隆線を有し, 頭頂部には浅い円形状の窪みが見られる.
触角は短く, 末端は前胸背板の後角には達しない. 第2 節は短小で幅よりやや長く, 第3 節は弱い倒円錐状で
第2 節よりやや長く, 第4 節から鋸歯状を呈する(Fig.1, B↑). 前胸背板は膨隆し, fill側は中央部で外方に湾
曲, 後角前で内方に湾曲し, 後角は後外方にとがる. また, 後角背面の隆起腺は明瞭で, 側緑に沿って中央や
や前まで達する. 小盾板のリング状の段刻は精円形状である. 後胸腹板線は三角形状を呈し, 末端は合流して
とがる(Fig. 1, C↑). 上翅の条線は浅く印し, 間室部は弱く隆起する.
本種は瓶ガ森の登山道で白石がビー ティングをして見出したが, 生態などは不明である.  こんごより多くの
雌雄個体を得たうえで, より詳しい形態や生態などを明らかにしたいと考えている.
調査標本: l♀, 愛媛県瓶ガ森, 23-V-2004, 白石正人採集. (標本は大平が保管).
分布: 本州 (和歌山県), 四国 (愛媛県).

引用文献

的場 統・ 平松広吉,  l 973. 和歌山県産コメッキムシ科目録1. 南紀生物,  l5(2):45-48.
MlwA, Y..1927. New and some rare species of Elateridae from the Japanese Empire. Insecta Matsum.,2(2):105-114.
MlwA, Y., l934, The fauna of Elateridae in the Japanese Empire. Dept. Agric. Goυ. Res. Inst. Formosa. (65):289 PP・. 9 PIS・

(大平: 岡崎市舞木町; 白石: 今治市米屋町)

0佐資 初記録のミツオホシハナノ ミ
ミ ッ オホシハナ ノ ミ Hos加hananomia mitsuo i

NAKANE et NoMuRAは九州と本州中 ' 西南部から
知られる. 九州ではタイプ産地の福岡県若杉山はじ
め同県福智山などで得られているにすぎず, 佐賀県
ではまだ記録がなかったと思われる.  しかし, 筆者
らの1 人, 高橋は次のように佐賀県内で本種を採集
しているので報告しておきたい.

1 ・  佐資県西松浦郡西有田町大木,  14.  VI I2004
高橋採集, 高桑保管.
有田川の堤防 (標高30~40m) にて草の葉上よ
り発見した.

(神奈川県立生命の星・ 地球博物館, 高桑正敏)
(佐賀県佐賀市, 高橋隆信)

20

0キラホシハナノミの与那国島からの記録
キ ラ ホ シ ハ ナ ノ ミ Hoshihananomia kirai

NAKANE et NoMuRAは台湾と八重山諸島から知ら
れる. 八重山諸島ではこれまで西表島と石垣島から
のみ記録されていたが, 下記のように与那国島でも
採集されたので報告しておく.

2♀, 沖縄県与那国島与那国潮原付近, 21. V.
2003, 焼田理一郎採集, 筆者保管.
いっも貴重な標本を快く恵与くださる那覇市在住
の焼田理一郎氏にお礼を申し上げる.

(神奈川県立生命の星・ 地球博物館, 高桑正敏)
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翅が短縮する コ ク ロオバポタルltlt成虫の追加知見
川島逸郎・高井 泰

No. 149 (March 2005)

Addit ional notes on brachypterous adult female of Lucidim okadai
NAKANE et OHBAYAsHI, 1949 (Coleoptera, Lampyridae, Lampyrinae)

I tsur0 KAWASHIMA and Yasush i TAKAI

は じめに

本州中部のごくわずかな生息地が知られるのみとなっている, ホタル科マドボタル亜科(Lampyridae, Lam-
pyrinae) に属するコクロオバポタルLucidina okadai雌成虫の外部形態は, KAwAsHIMA & TAKAI (2004) に
よって初めて詳細に記載された. その際に判明したもっとも重要かつ特異な形質は, 上翅および後翅が二次的
な退化を生じ, かなり短縮化している点である.  この報告により,  これまで実態が不確定のまま残されていた
柳原(1923a, b) のコバネポタル(小翅蛍) は, 中根・ 大場(1981) や大場他(1996) でも触れられているように,
本種を指すことにほぼ間違いないことを追認する結果となった. 上・ 後翅の短縮という, オバポタル属として
は異例な特徴については, 柳原の二つの報文でも明確に記述されているが, 残念ながらコバネポタルはその後,
オバポタルL biPlagiata(MoTscHuLsKY, 1866) 奇形個体の誤認として扱われてきた経緯がある (岡田, 1931;
神田, 1934; l935). この短翅の雌成虫について, KAwAsHIMA&TAKAl(2004)  は, その外観から, 飛翔はま
ず不可能であろうと想定した. その後, わずかな材料数かつ大枠ではあるものの雌成虫の解割を行った結果,
若干ながら追加知見を得たので, 今回ひとまず簡単に公表する .
なお, 本種は現在,  目本産ホタル科の中でも最も絶減が危惧される種の一つと思われることに加え, 飛翔せ
ず草むらの地表付近にいると推定される難成虫を野外で発見することは至難である. 従って, 今後多数の材料
を費やした上での詳細な調査はますます困難となることが想定されるが, 機会が得られれば追加研究を行いた
いと考えている .

材料および方法

すべての標本は岐阜県産のものを用いた. 雌標本は計5 個体を用い, 比較に用いた雄も含め, 乾燥および
95% エチルアルコールで固定・ 程・演保存された標本を併せて使用した.  さらに, 新たに飼育羽化させた新成虫
は, 酢酸エチルで殺した直後に, 生理食塩水に浅く浸した状態で解剖した. 外骨格・ 体幹の観察にあたっては,
それらを5~10% に希釈した水酸化ナトリウム溶液に1~2 時間程度浸積したのちに, 蒸留水で洗浄して観察
に用いた. 解割・ 観察は光学 (Olympus CH-2) および実体顕微鏡 l0lympus SHZ10) 下で行った.

結 果

飛翔筋の有無: 外部形態および外骨格は, KAwAsHIMA& TAKAl(2004) でも部分的に記載・ 図示されている
ように, 雌成虫においても, 中・ 後胸での状況は, 翅の基部節片を含めて雄と同様にほぼ完全であった. しか
し, 胸部内壁の内実起等の発達は弱く, 個体によっては, それらがほとんど消失しているような例もみられた.
さらに, きわめて重要かつ注目に値する点は, 中・ 後胸ともに飛翔筋がほぼ完全に消失していたことであった.
本種の雄や, よく飛翔する他の種では飛翔筋で充満しているべき部位は, ほぼ透明に近い液体 (組織液と呼ん
でよいと思われる) で満たされているのみであった. 飛翔筋は, 羽化後日数を経過した成熟個体において観察
されないだけでなく, 羽化直後の新成虫においても, すでに退化・ 消失していることを確認した.  こうした飛
翔筋の退化・ 消失は, 翅の基部構造および外表皮自体は正常に完成していることからみても二次的なものと推
測されるが, その退化過程が, 個体発生のいずれの段階で開始され,  またそれがいっまでに完了するのかは,
現状ではまったく不明である. ただし,  このような状況から, 本種の雌成虫が飛f羽することはまず不可能であ
ると考えられる. ちなみに, 日中に活発に飛翔する本種の雄では, 当然ではあるが飛翔筋はよく発達している .
蔵卵数: 本種に関する記述とみなされる柳原 (1923a, b) によれば, 1 個体当りの産卵数は「35~45 粒」ある
いは「30粒」 と述べられている. 筆者の一人, 川島の観察では, わずかな個体数での調査ではあるが, 羽化直
後の時点ですでに卵果内に20~40個内外の未成熟卵を持っていることが観察された.  ただし, 明瞭な卵形態
を成していないものも数個 (5, 6 個内外) はみられたものの, 明確な判別ができなかったために, 数に入れてい
ない. また, 虫体サイズ自体の個体変異幅も大きく, 大形の個体ほど, より多くの卵を持つようであったが,
この点についても調査は不十分のまま残されている.  しかし,  この度の調査にみる限りにおいては, 柳原
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(l923a, b) による報告はおおむね妥当と判断してよいと思われる. 産卵数または蔵卵数が20~40個内外とい
う数は, 日本産ホタル科の中でも少ない部類に入るが, 同属のオバボタルL biPlagiataにおいてもほぼ同様の
数 (川島, 未発表) であり,  この属では普遍的なものであるのかもしれない.

引用文献

神田左京,  1934.  ホタルの名. 植物及動物, 2(12):75-78.
- ,1935. ホタル. 発光生物研究会刊, 496 pp+20pls., 丸普, 東京.

KAwAsHIMA, I & Y TAKA1,2004. Immature stages and adult female of thelampyrine species, Lucidina okadai NAKANE
et OHBAYAsHl, lg4g (Coleoptera, Lampyridae, Lampyrinae) from Gifu, central Honshu, Japan. Elytra, Tokyo,32:153-
l70.

中根猛彦・ 大場信義,  1981.  ホタルの観察と飼育. v+122 pp., ニュー ' サイエンス社,  東111、.
大場信義・ 高jl:泰・ 後藤好正・ 川島逸郎, 1996. コクロオバポタル雄成Liの外部形態・ 習性および生.a環境. 横須賀市博研報

(自然), (44):33-45.
岡田 要,  1931. 本邦産蛍類学名の考察. 動物学雑誌, 43:130-149.
柳原政之,  l923a. 面白い' u'の新種.  サンデー毎日, p.18.  (発刊日: 大正12 年7 月15 日)

- , 1923b. の 一種の観察. 登世界, 27: 368-370, pl 6.
( 川島: 神奈川県横須賀市)

(高井: 岐阜県高山市)

0石川 におけるクロアリツカエンマムシの採集事
例
ク ロ ア リ ッ' カ ェ ン マ ム シ etaen'us oPtatus

LEWISは全国的にも採集事例が少なく, 珍しい種の
ようである (大原, l 997). 筆者は, 石川県において

本種を採集しているのでここに報意す る.
lex., 石川県能美郡辰口町鍋谷蟹淵, 20. VI 2004.

筆者採集.
採集場所である蟹淵とは, 梯川の支流である鍋谷
川上流の標高約270 mの地点にある野池の名称で,
ルリイトトンポやモリァオガェルが見られるなど周
囲の自然環境はとても豊かである.  この蟹淵のすぐ
近くにある立ち結れ木の枝をビー ティングしてい
て, 折れた枝の中から出てきた本個体を採集した.
城戸(2000) はブナの立ち枯れの樹皮下から本種を
得たことを報告しているが, 筆者が採集した時点で
は残念ながら本種であると気付かず, 樹種や折れた

枝がァ リ の営巣場所と して利用されていたかどうか
は不明である.
本種は好蟻性のェンマムシで, 西川(l987) は本
種の共棲宿主としてクロクサア ) Lasius futigino-
sus(LATREILLE) を報告した. ところがMARUYAMA
(2004) は, 本種の確実な共棲宿主としてァシナガア
リ Aphaenogaster fametica SMITHを挙げており,
自身の詳細な調査結果から,  クロクサアリの巣から
の採集報告は偶然による可能性が高いことを示唆し
ている. なお, 石川県ではァシナガァリは記録され
ているがクロクサアリの記録はない (富程, l998).
ところで,  芳賀(1999) や城戸(2000) は背面に黄
色長毛を持たず, 短毛すら欠いている個体を採集し
ているが, 今回筆者の得た個体は黄色長毛と短毛を
備えており, 点刻の状態は大原( l997) の図示した
ものと同様であった.
末筆ではあるが, 本種の記録や文献についていろ
いろと御教示いただいた, 金沢市の高羽正治氏に厚
くお礼申し上げる.

参考文献

方賀 器,  1999. クロアリ、ゾカエンマムシを福島県i高町で
採集. 甲虫ニュース, l l25):12- l3.

城戸克也, 2000. 州におけるクロアリ 'ゾカェンマムシと
コブナシコブスジコカネの記録. 甲虫ニュース, (132):
8.

MARUYAMA, M., 2004. Symbiotic host of the myrmeco-
phi1ous histerid beetle, Hetaertt‘s oPtatus (ColeoP-
tera. Histeridae, Hetaeri inae). Ely tra, 32: 326.

西川正明,  1987. クロアリ、ゾカェンマムシをクロクサアリ
の果から採集. 甲虫一ユース, (79/80):12.

大原昌宏, 1997. 日本産エンマムシ上科概説 VI.   甲虫
ーュース, (119): 1-6.

富樫一次,  l998. ハチ目. 石川県の民虫: 252-304. 石川
県自然保護課.

(金沢市,  吉道俊一)
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0伊豆諾島八丈島におけるクリイロアシプトコメツ
キの記録
クリイロアシブトコメッキは, 奄美大島で採集さ
れた個体に基づいて MIwA (1934) により Anchas-
tus castaneus という学名で命名記載された種であ
る. その後, KlsHn(l985) によりCastanus属に置
かれたが, 最近の大平(2003) の研究では, Podeo-
nius属に置かれている. 本種の分布については, 原
記載以降, 徳之島, 沖縄本島, 石垣島, 西表島など
から記録がされ, 琉球列島に広く分布することが明
らかになっている(K1sH11,1999). 筆者らは, これま
で記録のなかった伊豆諸島八丈島で採集された個体
を検することができたのでここに報告しておく.

l ex., 東京都八丈島中之郷要見ノ滝温泉, 20. VIII.
2001, 川畑喜照採集; 1 ex., 同地, 12. IX 2001, 川
畑喜照採集; 1 ex., 同地, 17. Vm 2003, 川畑喜照採
集 (以上川畑氏保管); 2 exs., 八丈富士南東斜面,
26-28. VII 2004, 小林邦彦・ 鈴木亙採集 (写真: 鈴
木保管) . なお, 要見の滝温泉の個体はいずれも外灯
の周りのスイーピングにより採集されたもので, 八
丈富士の個体は, FITにより採集されたものであ
る_

/
/

'

/

末筆ながら, 採集データの提供と発表を許された
八丈町の川畑喜照氏に厚くお礼申し上げる.

参考文献

K1sHll. T. 1999. A check-list of the family Elateridae

No. 149 (March 2005)

from Japan (Coleoptera). B uu. Heian High School,
Kyoto, (42):1-144.

大平仁夫, 2003.  日本産アシブトコメッキ類の属名につい
て. 甲虫ニュース, (142): 19-21.

(東京都多摩市,  小林邦彦)
(東京都世田谷区,  鈴木 亙)

0北海道黒松内町からクロヒメゲンゴロウを記録
クロヒメゲンゴロウ nybius anjae NILSSONは国
内では北海道だけに分布するが, 分布が道東・ 道北
に偏っている傾向があり (森・ 北山, 2002),  これ
までの本種の分布の西限は苫小牧市 (松本,  1993;
吉田ほか,  1995) および石持市 (松井,  1997) で
あったが, 筆者は本種を未記録であった後志管内黒
松内町から採集しているので報告する.

2 exs., 北海道寿都郡黒松内町 (国土地理院標準
地域メ ッシュ No 6340-72-85). 19. VI 2004.
歌才ブナ林と朱太川にはさまれた湿地にある幅約

90cm, 水深5~15 cm (当時) の溝から得られた.
2 exs., 北海道寿都郡黒松内町東栄(6340-73-

53). 3. V I I 2004.
山麓にある小規模な湿原から得られた.
今回の記録により, 黒松内町が道内における本種
の分布の西限となった.

参考文献

松井英司, 1997. 北海適で採集した水生甲虫類. 北九州の
登, 44(1): 25-32.

松本英明, 1993. 北海適のケ ンゴロウ採集. E' 't.lと自然,
28(8): 8 - 13.

森 正人・ 北山 昭, 2002. 改訂版 図説・ 日本のケンコ
ロウ, 文一総合出版. pp.130- l32.

吉田国吉・ 岡崎克則・ 堀 繁久・ 付井雅之, 1995. 苫小牧
および厚真地方のケ ンコ ロウ類. 苫小牧rl i t専物館研究
報告, (5): l -8.

(北海道室蘭市,  山川雄大)

0神奈川 川崎市における トゲニセマグソコガネの
採集例
トゲニセマグソコガネ Caetius denticouis LEWIS,

1895 は, 本州に広く分布することが知られる種で
あるが, 個体数はあまり多くないようである. 神奈
川県からは平野(2004: 492) によると, 横浜市, 円
海山, 座間市谷戸山, 伊勢原市大山, 津久井町, 鳥屋
越路峠, 南足柄氏大雄山, 箱根宮ノ下, 木賀, 神山
などの採集記録があるが, 平地において採集された
例は少ないようである. 筆者は川崎市の生田緑地公
園で本種を採集する機会を得たので, 分布資料とし
て記録しておきたい. 採集された個体は, 公園事務
所に許可を得て設置したFITに入ったものである.
1 ex., 神奈川県川崎市多摩区生田緑地公園, 29. V.

2004, 筆者採集・ 保管.
引用文献

平野幸彦, 2004. 甲虫目 Coleoptera.神奈川l県i i !i感, II
335 - 835.

(東京都世田谷区, 鈴木 亙)
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0センノカミキリ力iセイョウキツタ (アイビー) を
食書
昨年の夏, 町田市にある自宅と隣家との境のよう
壁に伸長したセイョウキッ 夕の幹の中の一本の葉
が, l mほどの長さにわたって茶色に変色している
のに気が付いた. そして, そのよう壁の下に1 頭
(?) のセンノカミキリAca1otepta tuxunosa(BATES)
が洛ちているのを見付けた. センノカミキリは,  こ
れまでハリギリ,  カクレミノ, ヤッデなどゥコギ科
の樹木を食害することが知られているので, 同じ科
に属するセイョウキッ タを加害したのもこの種の仕
業と推測された. しかし,  これまでこの種がセイョ

ゥキッ 夕を食害するとは寡聞にして知らず, また直
接加害状況を実見した訳でもないので, セイョウキ
ッ' 夕への加害がこの種によるものとは断定し得な
かった.  その後, 8 月15 日に同じ場所で2 ,

1

の本種を見出し,  さらに直径3 cmほどの幹を食害
している幼虫を発見した. そこで,  この幼虫の種名
同定を大林延夫博士に依頼したところ, 予測通りセ
ンノカミキリの幼虫であることが確かめられた。 こ
れによって,  この種がセイョウキッ' 夕の加害虫であ
ることが立証されたので報告しておきたい.
末筆ながら幼虫の種名同定を煩わせた大林延夫博
士に御礼申し上げる.

(東京都町田市, 渡辺泰明)

日本鞘翅学会名薄2005に関するお誌びとお知らせ
「日本鞘翅学会会員名薄2005」の発行に向け, 昨
年末の l2 月の甲虫ニュース前号発送時に, 会員の
皆様に対し, 新名簿作成の案内と, 記入シート によ

る掲載情報の提供を呼びかけたところです. その中
で住所・ 電話番号・ 電子メールアドレスについては
掲載の可'll、について答える項目となっていたもの
の, 「生年月日」については, その可否を問う欄がな
いものでした.  この件についてお問い合わせをいた
だきましたが, この「生年月日」の項日は, 会員動静把
握や名誉会員の推薦,  日本学術会議への報告等, 会
務連営上の必要から, 会の内部資料とするものとし
てお尋ねしていた項目で, 名薄に掲載する意図はあ
りませんでした. 案内文や記入シートからはそのこ

とが読み取れるようにはなっておらず, 皆様に無用
の誤解を与えるような表現となっておりましたこと
をお詫び申し上げます. 本件にっきまして会員の皆
様にご理解を賜りたく, お願い申し上げます.
なお, 本名薄は次回甲虫ニュース発行時 (6 月の
予定) にニュースに同封し, 皆様のお手元にお届け
できるよう準備中です.

(会長: 高桑正敏, 庶務担当幹事: 岸本年郎)

◇ 「日本鞘翅学会第 l8 回大会」 開催の予告◇
今年は下記のように中国地方で初めての大会開催
を倉敷で計画しています。観光地でもありますし,
お誘い合わせのうえ, ご参加いただければと思いま
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す。 大会の詳細にっきましては, 6 月ころにご案内
できる予定です.
日時: 2005年 l l 月 l9 目 (土)~20日 (日)
会場: 岡山県倉敷市中央2-6-1

倉敷市立自然史博物館・ 倉数市立美術館
問い合わせ先: 倉敷市立自然史博物館 ・ 奥島雄一

Tel. 086-425-6037
e-mail: musoku@ci ty.kurashiki.okayama.jp

( 日本鞘翅学会第 l8 回大会実行委員会)

◇新入会111募集◇
日本鞘翅学会は, 国内では甲虫関連の最大の組織
とはいえ, 現在の会員数は約650名に過ぎません.
本会は基本的に, 会員の皆様の会費により運営さ
れておりますが, 現在の活動を維持するだけでも財
政上のゆとりがないのが実情です.  このため, やむ
を得ず会費を値上げしたところですが, 今後のさら
なる活動の展開には, 会員数を增やすことで財源を
確保する以外に方法はありません. そこで, 入会案
内を作成し, 広く公布することで, 新しい会員の募
集を積極的に推進していきたいと考えました.
今後しばらくの間, 会の郵便物に入会案内を同封
させていただきます. 友人知人の甲虫好きの皆様に
ご回覧いただき, 私たちの会の発展のために, 会員
の皆様一人ひとりが新入会員の勧誘にご尽力くださ
いますよう, よろしくお願い申し上げます.
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昆虫学研究器具は「志資昆虫」へ
日本ではじめて出来たステンレス製有頭昆虫
針00, 0,1,2, 3,4,5, 6 号, 有頭ダブル針も出来
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